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７月２６日上富田町国際交流協会設立総会が開催されました。（挨拶する眞砂会長）

第139号
２０１２. ９

６月議会で２議員が一般質問を行いました！

井澗　治議員：

木村政子議員：

☆財政運営の現時点と今後（将来）の方向性について　

☆国民健康保険をめぐる諸問題について　☆障害者の問題について

☆男女共同参画の推進について　☆学校給食について　

発行／和歌山県上富田町議会　　編集／議会広報特別委員会

〒 649 −2192　和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 上 富 田 町 朝 来 7 6 3
　　TEL(0739)47−0550　FAX(0739)47−5959

　　「議会だより」は、上富田町のホームページにも掲載しています。
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６月
  議会

会期 （平成２４年６月７日〜１５日 ) 
　９日間　 

　６月定例会に町長から、条例、補正予算、予算、人事関係の計１６件の案

件が提出され、いずれも原案のとおり承認・可決・同意しました。

補正予算関係 ( 一般会計 )

＜平成２４年度　一般会計補正予算（第１号）＞……今回８，５８３万円を追加し、予算総額を

５８億９，２８３万円としました。

( 主な事業内容 )

（保健衛生費）

　・特別会計診療所事業繰出金

　　･･････････････････････ １，０００万円

（診療所運営に関する経費に対して一般

会計より繰出）

オキ外科閉鎖により、住民から「医療

の灯を絶やさないでほしい」との声が

上がっていた。

（農業費）

　・特別会計農業集落排水事業繰出金 ･････････････････････････････････････････････････････ ９６１万円

　・農業用施設改修工事請負費 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ ９１０万円

　　（沖之芝水路、金屋用水ポンプ、岡小林農道改修）

（河川費）

　・富田川環境調査業務委託料 ････････････････････････････････････････････････････････ １，５００万円

　　（天然記念物オオウナギの生息地の環境影響調査）

（公共土木施設災害復旧費）

  ・災害応急復旧工事請負費･･･････････････････････････････････････････････････････････３，０００万円

衛生費

農林水産業費

土木費

災害復旧費

診療所として使用される元「オキ外科」
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◎上富田町課設置に関する条例の一部を改正する条例

　（住民生活課の事務分掌に「診療所に関すること」を加える。）

◎上富田町特別会計条例の一部を改正する条例

　（「上富田町特別会計診療所事業」を設ける。）

◎上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例

（「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成２４年７月９日付けで施行されることに伴い、外国人住

民も住民基本台帳法の適用対象となったため。また監査委員による定例監査での指摘事項に基づき、過年

度に亘り手数料の徴収実績を伴わない手数料の種類及び金額についても一部改正する。）

◎上富田町放送施設使用条例を廃止する条例

（監査委員による定例監査の指摘事項である「防災行政無線の適正な運営方法と条例の適合化を図ること。」

を踏まえ、昭和３５年の条例制定時の一般通信運用を前提とした有線放送施設に関する本条例を廃止する

もの。）

◎上富田町印鑑条例の一部を改正する条例

（「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が施行されることに伴い、外国人住民も住民基本台帳法の適用

対象となるため。）

◎上富田町朝来財産区管理会委員の選任について、議会の同意が求められ、全会一致で同意しました。

　朝　来　　堀　　清一 氏　　谷地　盛章 氏　　

　岩　崎　　中本　　一 氏　　井戸本　淳 氏　　小倉　久義 氏 

○和歌山県町村議会議長会主催の全議員研修会
　開催日　平成２４年７月２０日
　場   所　上富田文化会館
　講　演
　　　明治大学名誉教授　
　　　　　中邨　章 氏
　　｢地方行政と地方議会―議員活動の
　　  高度化と課題｣
　　　
　当日は県下２２町村より、２４７名の議
　員が参加しました。   

人事案件

条例関係

議会の主な動き
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高速道路対策特別委員会現地視察 平成２４年５月２４日 

大内谷第２残土処分場

荒堀池高架橋橋脚工事

３箇所（荒堀池高架橋橋脚工事　大内谷第２残土処分場　岩崎野田高架橋Ａ１橋台他工事
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大型共同作業場（キイテック）

大型共同作業場（ステップワン）

総務教育常任委員会現地視察 平成２４年５月２８日

６箇所（生馬両新田企業団地　定住促進住宅　大型共同作業場２箇所　スポーツセンター　
　　　　上富田中学校屋内運動場）
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定住促進住宅

水道中央監視制御設備改良現場 

産業民生常任委員会現地視察 平成２４年５月３１日

７箇所（水道中央監視制御設備改良現場　生馬橋砂利採取現場　中根災害復旧現場　
　　　　白滝橋災害復旧現場　統合保育所建築現場　旧愛の園災害現場　救馬谷地滑り現場）
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救馬谷地滑り現場

統合保育所建築現場
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質
問　

男
女
共
同
参
画
条
例

の
策
定
が
、
和
歌
山
県
で
は

全
く
な
く
、
全
国
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
。
県
も
今
後
、

条
例
づ
く
り
に
向
け
て
、
市

町
村
へ
の
働
き
か
け
を
強
め

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
と

し
て
ど
う
進
め
る
か
。

（
１
）
女
性
の
管
理
職
登
用

に
つ
い
て

　

本
当
に
男
女
が
尊
重
し

あ
っ
て
、
平
等
に
な
る
た
め

に
は
時
間
も
か
か
る
し
、
特

別
の
手
だ
て
も
必
要
と
考
え

る
。
能
力
の
あ
る
女
性
職
員

を
登
用
す
べ
き
だ
が
、
町
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

（
２
）
各
種
審
議
会
委
員
の

女
性
比
率
に
つ
い
て

　

30
％
が
目
標
だ
が
、
実
態

は
ど
う
か
。

（
３
）
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
に
つ

い
て
、
町
職
員
の
実
状
は
ど

う
か
。
職
員
数
が
減
る
中
で

あ
る
職
員
に
仕
事
が
集
中
し

た
り
、
残
業
時
間
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
、
家
庭
生
活
が

圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
か
。

町
長　

条
例
に
つ
い
て
は
、

基
本
と
な
る
条
例
案
を
探
し

て
、
そ
れ
を
庁
内
で
検
討

し
、
７
月
の
推
進
懇
談
会
へ

示
し
、
出
来
れ
ば
９
月
議
会

に
上
程
す
る
方
針
を
決
め
て

い
る
。

　

私
自
身
も
役
場
も
、
女
性

を
幹
部
に
登
用
す
る
こ
と
を

拒
否
し
て
い
な
い
。
女
子
職

員
が
積
極
的
に
希
望
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
民
間
で
は
採
用

時
に
総
合
職
と
一
般
職
に
分

け
て
採
用
し
て
い
る
。
公
務

員
も
考
え
る
べ
き
時
期
。

総
務
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
Ｇ

企
画
員

１
．
課
長
級
は
ゼ
ロ
。
課
長

補
佐
は
７
名
。
係
長
は
６
名
。

２
．
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
付
属
機
関
の
審
議
会
の

女
性
比
率
は
約
17
％
。
今
後

も
登
用
率
の
向
上
に
つ
と
め

た
い
。

総
務
政
策
課
行
政
Ｇ
企
画
員

　

育
児
休
業
取
得
中
１
名
。

残
業
に
つ
い
て
は
、
課
、
グ

ル
ー
プ
等
で
助
け
合
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
を

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

質
問　

２
０
０
５
年
に
食
育

基
本
法
が
で
き
、
全
国
的
に

食
育
の
推
進
が
さ
れ
て
い

る
。

　

人
間
の
育
ち
の
一
番
の
基

礎
は
「
食
」
で
あ
り
、
給
食

は
非
常
に
大
事
な
施
策
で
あ

る
。
今
す
ぐ
は
無
理
で
も
、

い
つ
頃
に
な
っ
た
ら
や
れ
る

と
い
う
展
望
を
持
つ
た
め
に

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
る
な
ど
、
具
体
化
に
一

歩
踏
み
出
し
て
は
ど
う
か
。

　

又
、
町
と
し
て
検
討
し
て

き
た
経
過
が
あ
れ
ば
聞
き
た

い
。

町
長　

お
金
の
な
い
中
で
、

仕
事
の
優
位
性
と
か
、
国
か

ら
の
指
導
の
方
針
も
あ
る
。

給
食
に
つ
い
て
は
、
研
究
は

し
て
い
る
が
、
食
育
は
家
庭

の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

今
年
は
食
育
の
計
画
に
つ

い
て
、
研
究
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
が
、
当
面
は
第
二

保
育
所
や
岩
田
公
民
館
、
児

童
館
な
ど
、
対
象
事
業
は
次

か
ら
次
へ
出
て
く
る
。

　

検
討
は
さ
せ
て
頂
く
。

教
育
委
員
会
総
務
課
長

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

発
足
は
時
期
が
来
た
ら
検
討

す
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
築

の
場
合
の
試
算
と
し
て
、
千

㎡
規
模
で
約
５
億
４
千
万
円

（
用
地
費
含
ま
ず
）。

　

各
校
の
配
膳
室
に
３
千
万

円
程
度
。
年
間
維
持
費
と
し

て
、
人
件
費
、
光
熱
水
費

や
配
送
の
委
託
料
等
々
で
、

５
千
３
百
万
円
程
度
必
要
と

見
込
ま
れ
る
。

木 村 政 子 議員
１．男女共同参画の推進について

２．学校給食について

　平成２４年６月定例会の一般質問は、日程２日目の６月１２日に行
われ、２議員が登壇し、当局の考えを質しました。その質問、答弁
の趣旨をまとめて掲載しています。

①
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て

②
学
校
給
食
に
つ
い
て

木村議員
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質
問　

町
財
政
に
つ
い
て
は

全
体
と
し
て
地
方
自
治
体
を

預
か
る
首
長
の
苦
痛
、
苦
難

と
い
う
中
身
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
事
を
お
聞
き

す
る
前
に
住
民
が
受
け
て
き

た
、
受
け
て
い
る
住
民
負

担
の
状
況
を
言
っ
て
お
き

ま
す
。
①
年
金
額
の
引
き

下
げ
。
２
０
１
２
年
４
月

か
ら
０
．
３
％
さ
ら
に
０
．

９
％
、
２
０
１
３
年
に
は

０
．
８
％
、
２
０
１
４
年
に

０
．
８
％
の
合
計
２
．
８
％

の
減
額
。
②
国
民
年
金
掛
け

金
、
年
額
17
万
９
，
７
６
０

円
に
。
③
厚
生
年
金
平
成
24

年
ま
で
８
．
２
０
８
％
か
ら

８
．
３
８
３
％
、25
年
か
ら
８
．

５
６
％
か
ら
26
年
に
は
８
．

７
３
７
％
に
。
④
協
会
健
保

は
保
険
料
が
９
．
５
％
か
ら

10
％
（
折
半
）
に
。
児
童
扶

養
手
当
が
４
万
１
，
５
５
０

円
か
ら
４
万
１
，
４
３
０
円

に
。
児
童
手
当
、
一
人
当
た

り
５
，
０
０
０
円
の
減
、
６

月
か
ら
所
得
制
限
以
上
の
世

帯
５
，
０
０
０
円
の
減
。
介

護
保
険
（
第
５
期
分
）
の
保

険
料
（
65
歳
以
上
）
町
で
は
４
，

９
６
２
円
か
ら
５
，
６
５
６

円
（
14
％
の
増
）
に
。
年
間

８
，
３
２
８
円
の
増
。
住
民

税
の
年
少
扶
養
控
除
６
月
か

ら
廃
止
。
一
人
当
た
り
住
民

税
平
均
２
，
７
５
０
円
の
増
。

国
保
税
、
後
期
、
前
期
高
齢

者
の
医
療
保
険
料
引
き
上
げ
、

生
活
援
助
時
間
基
本
時
間
短

縮
（
60
分
→
45
分
へ
）―

こ

れ
ら
が
24
年
度
負
担
増
で
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
雇
用
保
険

法
の
改
悪
で
失
業
給
付
日
数

が
大
体
30
日
少
な
く
な
る
。

厚
生
年
金
保
険
料
毎
年
０
．

３
５
４
％
引
き
上
げ
、
国
民
年

金
は
毎
年
月
額
２
８
０
円
引

き
上
げ
、
29
年
に
は
１
万
６
，

９
０
０
円
に
（
年
間
20
万
２
，

８
０
０
円
で
頭
打
ち
に
。
後

期
高
齢
者
医
療
の
創
設
保
険

料
７
万
４
，
０
０
０
円
、
月

６
，
２
０
０
円
、
年
金
か
ら

差
引
き
、
療
養
病
床
、
70
歳

以
上
入
院
、
食
費
全
額
、
光

熱
水
費
、
居
住
負
担
が
自
己

負
担
に
。
税
金
、
所
得
税
、

住
民
税
、
配
偶
者
特
別
控
除

廃
止
。
公
的
年
金
控
除
が

１
４
０
万
円
か
ら
１
２
０
万

円
に
。
介
護
保
険
改
悪
、
施

設
入
所
者
の
食
費
、
居
住
費

の
全
額
自
己
負
担
に
。
障
害

者
自
立
支
援
法
成
立
、
利
用

料
１
割
、
施
設
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
入
所
者
の
食
費
、
居
住
費

全
額
自
己
負
担
に
。
新
た
に

消
費
税
５
％
の
導
入
。
住
民

負
担
新
し
く
20
兆
円
の
負
担
、

町
民
負
担
10
％
は
22
億
９
，

３
９
０
万
円
、
一
人
当
た
り

15
万
８
１
４
円
（
７
万
５
，

４
０
７
円
の
増
）、
一
世
帯

当
た
り
36
万
３
，
３
０
２
円

（
18
万
１
，
６
５
１
円
の
増
）

と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
の
地
方
債
、
一

般
、
特
別
会
計
、
一
部
事
務

組
合
、
紀
南
病
院
な
ど
町
負

担
地
方
債
の
合
計
、
最
終
年

度
合
計
額
の
一
覧
表
と
答
弁

を
さ
れ
た
い
。
又
公
債
費
の

状
況
は
ど
う
か
。
今
後
の
財

政
運
営
を
ど
う
す
る
の
か
。

地
方
自
治
体
運
営
の
中
で
憲

法
第
25
条
（
生
存
権
）
と
地

方
自
治
法
総
則
の
第
１
条
①

②
の
自
治
の
本
旨
を
町
民
の

く
ら
し
を
守
る
上
で
遵
守
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
ど

う
で
す
か
。

町
長　

財
政
状
況
は
「
広
報

か
み
と
ん
だ
」
で
概
要
を
掲

載
。
平
成
22
年
度
、
３
ヵ
年

平
均
実
質
公
債
費
比
率
は
19
．

８
％
、
18
％
を
超
え
余
裕
あ

る
財
政
状
況
で
な
い
。
三
位

一
体
改
革
で
地
方
交
付
税
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
地

方
債
残
高
は
平
成
８
年
87
億

円
か
ら
現
在
61
億
に
な
っ
て

い
ま
す
。
22
年
度
地
方
交

付
税
は
18
億
円
。
一
人
当
た

り
20
万
円
交
付
さ
れ
る
と
約

11
億
円
の
増
と
な
る
。
交
付

税
が
少
な
い
こ
と
が
極
端
に

町
の
行
政
、
財
政
圧
迫
に
な
っ

て
い
る
。
憲
法
の
理
念
と
地

方
自
治
法
の
本
旨
の
実
現
は

町
単
独
で
は
無
理
。
国
県
な

り
が
あ
る
程
度
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
と
い
う
観
点

を
持
っ
て
い
る
。

総
務
政
策
課
企
画
員　

地
方

債
残
高
と
償
還
最
終
年
度
、

償
還
終
了
年
度
ま
で
の
支
出

額
に
つ
い
て
（
平
成
24
年
以

降
借
り
入
れ
し
な
い
と
仮
定
）

答
弁
し
ま
す
。

と
な
り
、
一
般
、
特
別
会
計

一
部
事
務
組
合
地
方
債
残
高

合
計
は
表
（
１
）
の
通
り

１
２
７
億
１
，
４
３
５
万
９
千

円
。
又
一
般
、
特
別
会
計
一

部
事
務
組
合
の
元
利
償
還
負

担
金
の
合
計
は
表
（
２
）
の

１
４
５
億
８
，
３
７
５
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。
町
の
実
質

公
債
費
比
率
が
18
％
を
超
え

て
い
る
た
め
地
方
債
に
つ
い

て
は
協
議
団
体
で
な
く
許
可

団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
21
年
度
か
ら
公
債
費
負
担

適
正
化
計
画
を
策
定
し
数
値

の
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
が

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問　

住
民
負
担
が
限
り
な

く
増
え
、
町
財
政
運
営
が
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
憲
法
25

条
、
地
方
自
治
の
本
旨
の
問

題
は
町
だ
け
で
無
理
が
あ
る

と
、
そ
れ
は
私
も
同
感
で
す
。

し
か
し
ど
ん
な
悪
政
で
あ
っ

て
も
自
治
体
と
首
長
は
、
最

後
の
住
民
の
砦
で
す
。
こ
れ

ら
を
生
か
す
意
志
、
遵
守
す

る
こ
と
、
予
算
の
組
み
方
、

財
政
運
営
に
視
線
を
置
く
こ

と
で
す
。

町
長　

１
万
５
，
０
０
０
人

の
町
で
標
準
財
政
規
模
が

30
億
円
台
と
い
う
の
は
相
当

節
約
し
て
い
る
。
一
般
会
計

に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
特
別
会

計
へ
繰
り
出
す
こ
と
も
可
能

で
す
。
今
の
地
方
交
付
税
制

度
は
面
積
と
か
施
設
の
割
合

が
多
く
、
人
の
割
合
に
対
す

る
交
付
税
の
算
入
率
が
低
い
。

財
政
の
歳
入
な
い
も
の
を
歳

出
ば
っ
か
り
優
先
す
る
こ
と

は
無
理
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
お
願
い
し
た
い
。

他
に
以
下
の
質
問
を
し
て
い

ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る

　

諸
問
題
に
つ
い
て

質
問　

３
月
議
会
で
国
保
負

担
に
つ
い
て
隣
接
と
の
比
較

の
問
題
を
と
り
上
げ
、
あ
ま

り
に
も
町
の
数
字
で
白
浜
や

す
さ
み
、
串
本
と
負
担
差
を

ど
う
み
る
か
宿
題
に
し
て
い

た
問
題
●
こ
の
会
計
へ
の
一

般
会
計
の
法
定
外
繰
り
入
れ

の
状
況
、
総
額
、
近
隣
と
の

比
較
そ
の
法
定
外
繰
り
入
れ

●
加
入
世
帯
構
成
の
状
況
●

保
険
料
分
析
●
加
入
世
帯
所

得
別
世
帯
数
と
収
納
率
等
を

質
問
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
の
問
題
に
つ
い
て

質
問　

民
主
党
政
権
は
障
害

者
自
立
支
援
法
の
廃
止
を
公

約
し
障
害
者
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
生
活
が
支
え
ら
れ
る
総

合
福
祉
法
を
つ
く
る
と
し
ま

し
た
が
、
ど
う
な
る
の
か
わ

か
ら
ぬ
状
況
で
す
。
そ
こ
で

●
町
内
障
害
者
の
現
状
●
作

業
所
で
働
く
障
害
者
へ
の
応

益
負
担
制
の
導
入
で
、
ど
う

な
り
そ
の
現
状
と
対
応
●
自

立
支
援
法
の
現
状
、
な
ど
質

問
し
て
い
ま
す
。》

井澗議員

地方債残高表（１）

会計名
一般会計
特別会計
①　計
上大中清掃施設組合
富田川衛生施設組合
紀南地方老人福祉施設組合
紀南病院　計
②　計
合計（①＋②）

平成２３年度末残高
60億7,359万6千円
56億2,246万6千円
116億9,606万2千円

2,993万円
4億5,698万5千円
7,660万9千円

4億5,477万3千円
10億1,829万7千円
127億1,435万9千円

償還終了年度
平成４５年度

平成２４年度
平成３２年度
平成３３年度
平成４６年度

元利償還額、負担金表（２）

元利償還額
66億4,642万5千円
67億7,997万5千円
①134億2,640万円
3,002万円
4億9,980万3千円
8,274万円
5億4,479万3千円
②11億5,735万6千円
①＋②145億8,375万6千円

終了年度
平成２４～４５年度

平成２４年度
平成２４～３２年度
平成２４～３３年度
平成２４～４５年度

井
澗 

治 

議
員

①
財
政
運
営
の
現
時
点

と
今
後
（
将
来
）
の

方
向
性
に
つ
い
て
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出会いふれあい体験教室出会いふれあい体験教室
　7月29日から8月4日に実施され

た、福島県上富田町交流事業「出

会いふれあい体験教室」が行わ

れ、紀州紀南の青い海・空・川など

恵まれた自然環境を満喫し地元

の子どもたちとふれあい交流を深

めました。

編
集
後
記

　

私
た
ち
が
今
回
議
会
広
報
特
別
委
員
会
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
見
て
い
た
だ
け
る
わ
か
り
や

す
い｢

議
会
だ
よ
り｣

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
愛

読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

委
員
長
　
　

木 

本 

眞 

次

副
委
員
長
　

沖 

田 

公 

子

　
　
　
　
　
　

委
　

員
　
　

山 

本 

明 

生

　
　
　
　
　
　
　

〃
　
　
　

三 

浦 

耕 

一

　
　
　
　
　
　
　

〃
　
　
　

榎 

本 

　

 

敏

   

　
　
　
　
　

 

〃
　
　
　

井  

澗
　

 

治

編集中の議会広報特別委員会


